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1２第2章遺跡の環境

第２章遺跡の環境

第１節地形・地質環境

1．はじめに

上ヶ平遺跡は、下呂石の産地である湯ケ峰火111の近傍にあり、緩斜面上に位置する（第７図)。ここ

の地形･地質環境は、すでに『上ケ平遺跡Ｉ』（岐阜県文化財保護センター報告書第62集）に述べてい

るので重複をさけるが、課題として残っていたのは、この緩斜面の表面には風化堆積物が載っている

だけで、成因や形成時代についての情報がほとんどなかったことであった。

それゆえ今回は、この風化堆積物の分析を中心に、地形・地質環境を述べることにする。

2．遺跡付近の地形・地質的特徴

遺跡は、古い地形である「古期緩斜面」

の上にある。断面を見ると、表土に黒色土

壌（耕作土・クロポク）があり、それと漸

移してレキまじりの褐色土壌、その下はレ

キの多い部分、更に岩盤に続いている。こ

れらは、岩盤の風化が進んだ様相をしてい

て、外来物質や流出による欠如がほとんど

ない状況にあったことを伺わせた。今回、

表土をＬ５ｍほど切削したので､断面の観察

や試料採集ができるようになった｡ここで、調査をした深掘りトレンチ

第８図のように、肉眼観察を行い、試料を６地点で採集し粒度分析、粒片の顕微鏡観察を実行した

それに帯磁率測定を断面にそって行なった。

粒度分析と粒子の観察

土壌を1509ほど蒸発乾固し、それをふるい分けをして粒度分析をし、それぞれの重量を求めて重量

パーセントとして表した。

全体の傾向として、上位へいくほど細粒化していることが見える。粒径が０．０６３ｍｍ以下の粘土に

分類されるのは90％以上であり、粒径が２ｍｍ以上の礫（レキ）に分類されるのはほとんどない。

粘土化が進んでいる土壌である。それぞれの粒径の粒子を双眼実体顕微鏡などで観察した。

岩片や砂粒子は、ほとんどすべてが岩盤を構成している濃飛流紋岩に由来するものであった。石英

粒や儂飛流紋岩の岩片が多く、風化しやすい長石類はほとんどなかった。他に磁鉄鉱が残り、角閃石

と思われる有色鉱物の破片もみられた。

以上の観察は、この土壌は濃飛流紋岩の風化形成物であり、長期間にわたって変化のない（物質の

流入・流出のない）状況が続いたことを物語っている。
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帯磁率の測定結果と火山ガラス

帯磁率は、磁鉄鉱や有色鉱物などが多い岩石で大きくなる。火成岩は大きくなる傾向にある。しか

し、儂飛流紋岩のような流紋岩質の岩石は帯磁率はそれほど大きくない。火山灰には磁鉄鉱やしそ輝

石などがあり、帯磁率は大きくなる傾向がある。

第８図では、濃飛流紋岩の風化帯では帯磁率が１～２（ＳＩ）の範囲で風化が進むにつれ減少する。

上位で増加しているのは、火山ガラスの多い部分に相当する。顕微鏡下でも、バブルウオール状（泡

が割れたような形態）の火山ガラスが大量に観察される。他にしそ輝石もそれに伴って多くなってい

る。この火山ガラス、しそ輝石などの鉱物は、広域火山灰によるものである。

火山ガラスの特徴（厚さ・形態・色）と有色鉱物の種類からこの火山灰は姶良Ｔｎテフラ（テフラ

とは、火山灰のように火山から放出された破片が堆積したものの総称）と考えられる。正確には、火

山ガラスやしそ輝石の屈折率を測定するなど同定する必要がある。それで、断定はできないが、姶良

Ｔ、テフラである可能性は非常に高いので、これからそれとして議論する。

姶良Ｔ、テフラは今から2.2～2.4万年前の九州鹿児島湾での大噴火によってもたらされたものであ

る。旧石器時代の年代を示すが、それが、ここでは黒色土壌と褐色土壌の境界付近に分布しているこ

と、層としてでなく漸移的になっていること、から当時の表土は褐色土壌付近であるといえるだろう。

また、－部攪乱されていることも考えられる。２万年前の表面は30～40cm下に位置していたと言える

だろう。

表面近くにも火山ガラスが多くなっていて、鬼界アカホヤ火山灰（6300年前）も存在する可能性が

あるが、現在のところ確認していない。

３．まとめ

遺跡がある緩斜面は、ほとんど変化のない状態で長期間温存され、岩盤の濃飛流紋岩が風化してで

きた土壌が形成された。姶良Ｔｎテフラが見られ、褐色土壌の上部（深さ40cmほど）に濃集した所は

当時の表面だと考えられる。年代は2.2～2.4万年前であり、この地に旧石器時代の足跡があるとした

ら、この地下のこの付近まで混入している可能性がある。

く主な参考文献＞

岩田修（1995）「湯ケ峰流紋岩と下呂石」飛騨考古学会20周年記念誌『飛騨と考古学』

佃栄吉ほか（1993）「２．５万分の１阿寺断層系ストリップマップ」地質調査所
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第２節歴史的環境

湯ヶ峰と下呂温泉

下呂温泉地域は、「儂飛流紋岩類」という巨大な岩体の上に乗っている。この濃飛流紋岩類は、日本

の後期中世代における火成活動によって生まれたものであり、下呂温泉がほぼ中央部に乗っているこ

の岩類の大きさは、北西から南東方向にかけて長さ実に130キロ、最大幅40キロにも達する。儂飛流紋

岩類が伸びる方向に一致して、阿寺山地と美濃飛騨高原との境界に、延長60キロの大活断層「阿寺断

層」が走っている。この断層による地層のズレは、垂直方向には阿寺山地側（北東側）を700～800メー

トルほど隆起させ、水平方向には５～10キロの左ズレ変位を生じさせた。恵那山トンネル付近から下

呂町御厩野まで、約40キロの問、阿寺断層はほぼ一直線上に続くが、御厩野付近から先ではいくつか

の断層に分岐する。そのうち萩原断層は、若栃断層と直角に交わる地点で乗政温泉を湧出させ、また

下呂断層は最大の破砕部に下呂温泉を湧出させているのである。

現在､下呂温泉は益田川の河川敷に湧出しているが、これは今から700年余り以前の文永２年(1265）

に、それまで湧出していた湯ケ峰（1067メートル）山中の源泉が低地に移動したといわれている。そ

の経緯を『飛州志』はつぎのように伝えている。

「国説にいわく。天暦年中（947～956年）この地の山中に、はじめて温泉湧出せり。地名を湯ヶ峰と

いう。しかるに文永２年乙丑冬10月、湯ケ峰の温泉出止みて、山下今の地に湧出せり。これすなわち

益田川の河原にして、つねに温湯の湧き出ずるにてはなし。入浴せんとするときは、河原の砂石を除

きて、わずかにくぼめぬれば、そのところにすべて温湯出るなり。はなはだ清泉たり。なお、その河

水に近きところははなはだ熱湯なり。しかれども、その河水においては、かつて温湯の気味なし｡」

また、「斐太後風土記」は次のように記している。

「ちなみに国説に依るに、天暦年中、この地より辰巳にあたれる高山に初めて温泉湧出、ゆえに温泉

峯（湯ケ峰）と称せり。その後さらにこの地に湧出せり。ゆえに地名を温泉島（湯之島）と号す｡」

最初に温泉が湧出したという湯ケ峰は、益田川の東岸、下呂温泉から４キロほど離れた場所にある。

下呂の市街地の標高が約400メートルなので、1067メートルの湯ケ峰はさほど高い山とはいえないが、

それでも阿寺山脈に属する一帯の山の中では下呂御前（1411メートル）に次ぐ山になっている。

湯ケ峰の山頂近くには「湯の平」と呼ばれる場所がある。そこには明治時代の中ごろまで湯壺の跡

が残っていたという伝承がある。また、移動した源泉の場所を白鷺が発見させてくれたとする白鷺伝

説が伝わる。

その後、下呂温泉を、はじめて天下に紹介することになるのは、室町時代に詩僧として高名な万里

集九によって書かれた詩文集『梅花無尽蔵』である。

「本邦六十余州、州ごとに霊湯あり。その最たるものは上州の草津、津陽の有馬、飛１Nの湯之島（下

呂温泉）の三か所なり」

その後、江戸時代になって、徳川家康の顧問を務めた学者、林羅山もまったく万里集九と同じ選択

をし、次のように書いている。

「わが国は諸州に温泉を多く有す。その最もいちじるしいものは摂津の有馬、上川の草津、飛騨の湯



１６第2章遺跡の環境

之島、この三か所なり」。羅山はさらに続けて、「今、有馬、草津は広く世の知るところなり。湯之島

は古来の霊場たること、遠く知るもの少なしといえども、入湯する人はその験を得ざることなし」と

伝えている。これらが、下呂温泉を”天下の三名泉'，として下呂町がうたう根拠となっている。

小池作兵衛と上ヶ平

江戸時代末期、天保の飢饅（1833～1837年）の被害は、飛騨の地にも及ぶ。当時の森村（現在の下

呂町森）の農家に生まれた小池作兵衛（1813～1887）は、新田開発を思い立ち、開拓には上ケ平の入

会採草地（村民共同の草刈り場）が適していることに目をつけた。日照もよいなだらかな地形のこの

地が、それまで開墾事業を受けていなかったのは、水利に恵まれなかったことが原因である。そこで

作兵衛は山向こうのチシャ谷から水を引く

ことを考え、村人の説得に当たった。しか

し、その日の暮らしにも困る村人は、山を

ぬうようにして水路を引いてくるという大

土木工事に簡単に同意をしなかったため、

184回もの相談会を開いたという。丁度その

ころ第20代飛騨郡代に着任した豊田藤之進

友直が、飛騨国内の原野に新田開発を奨励

したこともあり、ようやく天保12年に、作

兵衛たちによって開墾が始まった。兵衛たちによって開墾が始まった。山を巡る現在の水路

５年後､豊田郡代は開墾に携わる農民に対して経済的な支援を７年間約束している。弘化２年(1845

年）江戸に転勤することとなった豊田郡代が、後任の小野朝右衛門高福に引継をしたときの文書「国

大正時代末頃の上ケ平一帯（東から）（小池尚武氏提供）
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政引継演説書」には次のようにある。

「益田郡森村地内空地新開之儀先達て伺之上開発中渡置候処右開発入用丼用水溜丼仕立其外諸入用

共多分二相掛り難渋之趣二て手当筋之儀願出候二付相糺候処無余儀相間候間去辰より戌迄七ヶ年之間

一ヶ年米五拾俵つ、買請申付侯積申渡置候則請証文引渡申候当已より年季中御渡方可然御取計可被成

候」（…開墾に費用がかかり、用水路、溜

池造りや、その他の費用がかさみ困ってい

るので助成をしてほしいとの申し出があ

り、事情を確かめたところやむを得ないと

みて、昨年辰年より戌年までの七年間、毎

年米を50俵づつ特に安い値段で買い受けで

きるように取り計っておいたので、その証

文を後任のあなたにお引き渡しします…）

上ヶ平を縦断する水路

上ケ平の開墾事業はその後も続き、大正５年（1916）には14ヘクタール、昭和20年（1945）には２５

ヘクタールと広がり、戦時中の食糧難にも空腹をしのぐ糧を提供し続けたという。

上ヶ平の一角には、小池作兵衛翁を顕彰する記念碑がある。森区の青年団が小池作兵衛の偉業をた

たえ、大正11年（1922）に、厳冬の中を黒戸谷から自然石を20日間かけ運んで建立したという。平成

12年４月23日、小池作兵衛の子孫の方や、

上ヶ平の耕作に関わった人々が上ヶ平の丘

陵を見渡す高台に、信貴山にあった先の記

念碑を移設し､併せて小池作兵衛像を建て、

除幕式を行い顕彰をした。

チシヤ谷から２kmにわたり引かれた水路

は今も生きており、耕地を潤し続け、下呂

の町中の各所にある鯉の池をまでも満たし

ている。

上ヶ平を見下ろす小池作兵衛像

引用文献

角川日本地名大辞典編集委員会1978『角川日本地名大辞典ｊ２１岐阜県

下呂町史編纂委員会１９９０『飛騨下呂通史．民俗」

下呂温泉事業協同組合１９９１『温泉よ永遠なれ下呂温泉事業協同組合20年史」

岐阜県１９７２『岐阜県史通史編原始」

下呂町ふるさとの森峰一合記念館掲示資料
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第３章 基本層序

調査地区ＢからＦにかけての基本層序と、調査地区の周辺で調査対象とならなかった地区の士層に

ついて述べる。上ケ平一帯が、幕末・大正・昭和初期にかけて開墾された地域であることは、先の第

２章第２節で述べたが、試掘確認調査の段階で203本のトレンチをいれた（平成８年度40本、平成１０年

度163本）結果、次のようなことがわかった。調査地区の西側は包含層が少なく、かなり地山を削って

耕地化している。調査地区のＤ地区.Ｆ地区北東部は遺構が密集する地区であるが、道路を境に東側

は斜面を平らにしてllIEi広の耕地を作り出すために、かなり地山を削っている。従って包含層がほとん

ど残っていない状態であった。幕末からの人力による新田開発ながら、本調査地区以外は非常に大規

模に地山の削りだしがなされたようだ。一方､調査地区は、斜面の勾配が比較的緩めであったためか、

数カ所に近現代の攪乱が見られるものの､広大な事業地の中でも層序は比較的安定している。それぞ

れの水田では、斜面の高い側に当たる北東部の地山を削り、その粘土を「敷き'１」として南西側斜面

に敷いたと考えられる。従って、各水田の土層は北東側が各層とも浅く、南西側に行くに従い包含層

等が漸次に厚くなる傾向を持つ。以下、一層より順次記述する。

ｌ）水田の水が漏出しないように粘土質の土を敷き固めたもの。

Ｉ層黒褐色-ｔ（７．５ＹＲ３／ｌ）表士

ねばり.しまりややあり。耕作土である。２０～30cmの厚みがある。

Ｉ，層明赤褐色土（５ＹＲ３／３）

固く、しまりあり、ねばりややあり。耕作上の下の「敷き」として入れた粘土層である。

Ⅱ層黒褐色士（ｌ０ＹＲ２／１）

しまり、ねばりややあり。包含層である。

Ⅲ層黒褐色土（ｌ０ＹＲ２／２～２／３）

しまり、ねばりややあり。地山直上の包含層である。

Ⅳ層明黄褐色上（ｌ０ＹＲ６／６）

ねばり、しまりややあり。包含層である。検出時は地山と同色だが、空気に触れて酸化するた

めか数日後に（ｌＯＹＲ５／４）に変化する。Ｂ地区で特に見られたが、他の地区でも薄く存在

すると見られる。従って、縄文時代早期の竪穴住居跡の平面形が検出された跡、数日後に平面

形が広がっていくように見えるのも同様の上と考えられる。

地山明黄褐色｣二（ｌ０ＹＲ６／６）

ねばり、しまりあり。地山の粘土層である。
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第４章遺構

第１節遺構概要

縄文時代の遺構としては、竪穴住居跡を８軒、焼礫集積遺構を27基検出した。また、下呂石の貯蔵

穴を２基検出した。さらに古墳時代と見られる竪穴住居跡が39軒､平安時代の竪穴住居跡として５軒、

平安時代の掘立柱建物跡を３軒検出した。また、木の実の貯蔵穴を１基検出した。この他、溝状遺構、

士坑、ピット、不明遺構を検出した。住居跡について第１表に位置・面積等をまとめた。焼礫集積遺

構、士坑その他の遺構、ピットについては、それぞれ第２表、第３表、第４表にまとめたので参照さ

れたい。

第２節縄文時代の遺構

１遺構概略

縄文時代早期の住居としては、第８号住居跡（ＳＢ８）、第37号住居跡（ＳＢ３７)、第38号住居跡

（ＳＢ３８)、第39号住居跡（ＳＢ３９)、第49号住居跡（ＳＢ４９)、第52号住居跡（ＳＢ５２)、第53号住居

跡（ＳＢ５３）の７軒を、後晩期の住居としては第50号住居跡（ＳＢ５０）を検出した。

焼礫集積遺構（ＳＳ）は、『上ケ平遺跡Ｉ』で報告したものと同様、土坑状の掘り方に焼礫が多数

入っているものを､特定の地区で集中して検出した｡一方､平坦な場所で礫を焼いたと考えられる『上ヶ

平遺跡Ｉ』のＳＳ６のような平面的な焼土を伴う焼礫集積遺構の検出はなかった。今回報告する焼礫

集積遺構は、古墳時代の住居プラン上で検出した等、後世の廃棄ブロックとみられる６基を除き、Ｓ

Ｓ４、５，６，７，９，１０，１１，１２，’３，１４，１５，１６，１７，１９，２０，２１，２２，２３，２４，２５，２６，２７，

２８、２９，３０，３２，３３，以上27基である。

下呂石に関わる遺構として、下呂石貯蔵穴を２基（ＳＸ６、ＳＸ１５）検出した。

なお、溝状遺構、士坑、ピット、その他不明遺構については、時代を判別しがたいものも多いため、

その他の遺構の節で取り扱う。

遺物に関しては、次の章で扱うこととするが、遺跡全体の特徴的な点は、『上ケ平遺跡Ｉ」で報告し

たものと類似している。また、遺構平面図には、遺物の出土地点がそれぞれ小さい○で示してある。

２竪穴住居跡

縄文時代早期の住居跡は、円形もしくは楕円形であり、いずれも床面中央部には大きなピットがあ

り、炭化物を検出している。中でも第39号住居跡では、深さ20cmを計る中央のピットから30cm長の大

きな炭化物と良く熱を受けた焼土を検出し､早期での検出例のまれな地床炉とみられる。なお、ＳＢ３７．

３９．５２．５３の中央ピット柱穴には、隣接した小きいピットが複数あったが、これらからも炭化物を検

出している。柱穴については、各遺構の外周部のピットが可能性がある。床面のピットについては、

いずれも掘り込みの深いものはなかった。また、第３章基本層序で触れたが、縄文時代早期の７軒の

住居跡にほぼ共通する、遺構埋士の土色の特徴がある。二30区で、始め直径２ｍ弱で輪郭のぼんやり
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２居跡一覧表
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位置 平面形 主軸方位 長軸、 短軸、 深さc、 面積｢Tｆ 推定｢Tｆ 分類

ＳＢ８ 縄文早期 二30区 円形 直径4.6 2２ 1２．７ 1６

ＳＢ３７ 縄文早期 ヌ32区東 円形 直径3.4 ２５ ９．１

ＳＢ３８ 縄文早期 ヌ33区北 円形 直径3２ ２２ 5．８２ ８

ＳＢ３９ 縄文早期 二28区 円形 直径3.6 2１ 1０．２

ＳＢ４９ 縄文早期 ヌ24区東 円形 直径3６ 2５ 6.8 1０．２

ＳＢ５２ 縄文早期 ﾄ24区北 楕円形 4.4 ３．６ 2５ 1２．５

ＳＢ５３ 縄文早期 ハ7区とハ8区の問 楕円形 4.6 ４ 2３ 1４．６３

ＳＢ５０ 縄文後晩期 二22区とヌ22区の問 隅丸方形 N-24o-E 3.6 ３．６ 2７ 1１ 1２．８

ＳＢ１ 古墳時代 テ29区の東側 隅丸方形 N-20o-E 4.8 ３．８ 3４ 1７．９ Ｌ

ＳＢ２ 古墳時代 ハ１０区の西 隅丸方形 Ｎ-3.-Ｗ 3.3 ２．６ 2５ 8．３２ Ｍ

ＳＢ３ 古墳時代 テ31区の北西 隅丸方形 Ｎ－３０ｏ－Ｅ 2.6 ２．５ 3２ 6．２４ Ｍ

ＳＢ４ 古墳時代 ツ30区東 隅丸方形 N-6o-E ３ ２．５ 3０ ７２４ Ｍ

ＳＢ５ 古墳時代 テ32区と卜32区の西側の境 隅丸方形 Ｎ-18゜‐Ｅ 2.8 ２．５ ３ ６．５ Ｍ

ＳＢ６ 古墳時代 ヌ３１区の南西側の境 隅丸方形 Ｎ-25゜‐Ｅ 2.8 ２．８ 1６ ７．６４ Ｍ

ＳＢ７ 古墳時代 ヌ30区の北側 隅丸方形 Ｎ-4.-Ｗ 2.8 (2.2） 1７ ４．２３ 7．６４ Ｍ

ＳＢ９ 古墳時代 ナ30区の北東 隅丸方形 Ｎ－１４ｏ－Ｅ ４ (２６） 3２ ９．６７ 1５．８ Ｌ

ＳＢ１０ 古墳時代 ヌ30区の東 隅丸方形 N-22o-E ２．２ ２ ２１ ４．３６ Ｓ

ＳＢ１１ 古墳時代 ヌ30区の西 隅丸方形 N-29o-E ２．８ 2.4 1７ 6.4 Ｍ

ＳＢ１２ 古墳時代 ナ30区 隅丸方形 Ｎ-8.-Ｅ ３．１ 2.8 13(35） ８．４８ Ｍ

ＳＢ１３ 古墳時代 ナ29区とナ30区の境 隅丸方形 Ｎ－１０ｏ－Ｅ ２．９ 2.6 2０ 7．３４ Ｍ

ＳＢ１４ 古墳時代 ﾄ29区の北側 隅丸方形 Ｎ－２０ｏ－Ｅ ２．６ 2.4 1２ 6.2 Ｍ

ＳＢ１６ 古墳時代 ツ29区の南端 隅丸方形 N-8o-E ４ 3.6 2０ 1４２ Ｌ

ＳＢ１７ 古墳時代 ヌ29区の北西 隅丸方形 Ｎ-33.-Ｗ ２．８ 2.6 1９ 7．０８ Ｍ

ＳＢ１８ 古墳時代 ヌ29区の東端 隅丸方形 N-4o-E ２．２ ２ 1０ 4．２５ Ｓ

ＳＢ１９ 古墳時代 ナ29区と二29区の境 隅丸方形 Ｎ－２０ｏ－Ｅ ３．５ 3.2 ２５ 1０．９３ Ｌ

ＳＢ２０ 古墳時代 ヌ29区の南西 隅丸方形 Ｎ－７ｏ－Ｅ ３２ (２４） 2０ 6．２８ 7．４８ Ｍ

ＳＢ２１ 古墳時代 ツ27区北端 隅丸方形 N-38o-E ３．６ 2.6 1５ 8．９５ Ｍ

ＳＢ２２ 古墳時代 ヌ33区南東 隅丸方形 Ｎ-18.-Ｗ 1.8 1.8 1３ 3．２４ Ｓ

ＳＢ２３ 古墳時代 二33区の東 隅丸方形 N-45o-E ２．６ (２２） 2３ 4．２８ 6．５６ Ｍ

ＳＢ２４ 古墳時代 ナ32区の北東 隅丸方形 N-14o-E ２．３ ２．１ 1９ 4．７３ Ｓ

ＳＢ２５ 古墳時代 ヌ29区の東端 隅丸方形 Ｎ-6.-Ｅ ２．２ ２ 1０ 4.2 Ｓ

ＳＢ２６ 古墳時代 テ27区南東 隅丸方形 N-30o-E 2.6 ２．５ ２２ 6．２１ Ｍ

ＳＢ２７ 古墳時代 ヌ32区の北東 隅丸方形 Ｎ-27゜‐Ｅ 3.8 3.4 3４ 12.63 Ｌ

ＳＢ２８ 古墳時代 二32区の東南 隅丸方形 N-52o-E 2.2 ２ 1５ ４．４４ Ｓ

ＳＢ２９ 古墳時代 ヌ28区 隅丸方形 Ｎ-3.-Ｗ 3.7 ３．５ 1８ 1３．２６ し

ＳＢ３０ 古墳時代 二28区とヌ28区の間 隅丸方形 Ｎ-30゜‐Ｅ 2.4 (２０） 2３ ４．８ ５．５６ Ｍ

ＳＢ３１ 古墳時代 ナ28区南東 隅丸方形 N-70o-E 2.3 ２．２ 2２ ４．９６ Ｓ

ＳＢ３２ 古墳時代 ナ32区とナ33区の境 隅丸方形 Ｎ-26.-Ｗ 3.3 ２．５ 1１ 7．９２ Ｍ

ＳＢ３３ 古墳時代 ヌ32区 隅丸方形 Ｎ-16.-Ｗ 2.2 1.8 2６ ３．８６ Ｓ

ＳＢ３４ 古墳時代 二31区と二32区の境 隅丸方形 N-50o-E ３．４ (２２） 2７ ５．１７ 1０．９２ Ｌ

ＳＢ３５ 古墳時代 二32区の東 隅丸方形 Ｎ－３０ｏ－Ｅ ２．３ (0.7） 2０ 1．８２ 5．０９ Ｓ

ＳＢ３６ 古墳時代 ヌ３１区の北 隅丸方形 Ｎ-45゜‐Ｅ ３ (１８） 1８ 3．４６ 8.7 Ｍ

ＳＢ４０ 古墳時代 ヌ27区南西 隅丸方形 Ｎ－５０ｏ－Ｅ ３．４ ３ 2６ 1０．２５ Ｌ

ＳＢ４１ 古墳時代 ﾄ28区西端 隅丸方形 Ｎ-40゜‐Ｅ ２．８ 2.2 1５ 6．０６ Ｍ

ＳＢ４２ 古墳時代 ヌ26区西側 隅丸方形 Ｎ－２６ｏ－Ｅ ３．７ 3２ 1０ 1１．６４ し

ＳＢ４６ 古墳時代 二33区 隅丸方形 ほぼ磁北 (1.8） (１４） ８ 1.9 3.8 Ｓ

ＳＢ５４ 古墳時代 ナ２４と二24区の問 隅丸方形 N-25o-E ５ (４２） ２２ 2０ 2２ Ｌ

ＳＢ１５ 平安時代 テ29区東 隅丸方形 Ｎ-27゜‐Ｅ ４ (3.35） ２１ 1３．４ 1５．７

ＳＨ４３ 平安時代 二27区 掘立柱建物 Ｎ－４７゜‐Ｅ (５６） (4) 2２．４

ＳＨ４４ 平安時代 二27区 掘立柱建物 Ｎ－４０．－Ｗ (6.3） (２６） 1６．４

ＳＢ４５ 平安時代 ヌ25区の西 隅丸方形 Ｎ－２０ｏ－Ｅ ３ ２．８ ３５ ８．７

ＳＢ４７ 平安時代 二24区西 隅丸方形 Ｎ-28゜‐Ｅ 2.7 ２．６ 3０ 6．８２

ＳＨ４８ 平安時代 ナ25区 掘立柱建物 Ｎ-30゜‐Ｅ 3.4 ３．２ 1０．８

ＳＢ５１ 平安時代 二22区 隅丸方形 Ｎ－２０゜‐Ｅ 2.3 (1.7） 2０ 4．０５ ５．０９

ＳＢ５５ 平安時代 テ28区と卜28区の境 隅丸方形 Ｎ－２７ｏ－Ｅ 6.8 (3.4） 1９．７５ ２８
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した円形のプランを検出した。他の遺構の精査をしている間、数日経つと、士の中の成分（鉄分）の

酸化のためと思われるが、茶褐色のプラン輪郭外周部が広がっており、第８号住居跡として精査する

ことになった。このあと６軒の縄文早期の竪穴住居跡プランを検出したが、いずれも検出時より日を

置くにつれ、プラン外周部の黒褐色部分が広がってくるのが確認された。経時変化として土色が地山

と区別しがたい色から、褐色に変化する（以下、褐変化とする）ものは、基本層序の土居断面ではＢ

地区で顕著に確認できた土居のⅣ層であるが、遺跡全体に同様の土居が存在し、住居廃絶後の縄文早

期遺構に流士として最初に入り込んだと考えられる。プラン境の見極めが難しいため、いずれの住居

跡でもサブトレンチを入れて、下呂石のブレーク・チップが検出され得る埋士の境界を探ることにし

た。また、地山同色の埋士の場合、士の粘りが地山と比べ弱いことがわかり、これらをもとに住居跡

の境界を区画した。

第８号住居跡（ＳＢ８）（第１０図、図版４）

沢式の土器片と､黒鉛の入らない格子目文の土器片が出土している｡全体に浅く緩いすり鉢状になっ

ている。壁の立ち上がりは概ね、よく残っている。遺構の外周部に肱ぶピット６基はいずれも柱穴の

可能性が高い。Ｐｌはピットの中心軸が斜めである。また、Ｐｌｌは床面中央部にあり、２～３mmの炭

化物が出土している。地床炉の可能性がある。

第37号住居跡（ＳＢ３７）（第11図、図版１０）

第27号住居（古墳時代）検出後に、プランを検出した。第37号住居跡のプランは北側のおよそ半分

の面積が第27号住居の床面上に見られるが、比較的削平を受けずにいたとみられ、全体の遣存状態は

良好とみられる｡壁および床直上の層はサブトレンチを入れて地山と同色ながらしまりのある層から、

沢式土器片と楕円文士器片や下呂石のブレークやチップが出土するのを確認している。遺構外周部に

ある４基のピットは柱穴の可能性がある。炭化材を少量検出したＰｌは地床炉と考えられるが、隣接

するＰ２，Ｐ３にも同様の炭化物が混じっていた。

第38号住居跡（ＳＢ３８）（第１１図、図版11）

ＳＢ２３のプランを精査中に、東隣の薄い褐色の直径２ｍ程度のプランがあったので、ＳＸ９として

掘削を始めたが、ＳＢ８同様土色の褐変化があり、サブトレンチを入れながら壁・床面を探った。南

側は開墾時に消滅している。沢式土器片が出土している。Ｐ６からは炭化物を少量検出した。

第39号住居跡（ＳＢ３９）（第12図、図版11）

プラン検出時にサブトレンチを入れたところ、下層で地山と同色の層に至っても下呂石のチップや

ブレークが出土したため、より深くサブトレンチを入れることで床面と考えられる下呂石の出土限界

を探った。Ｐｌは20cm大の炭化物と焼土により地床炉と確認できた。柱穴のピットは特定できない。

第49号住居跡（ＳＢ４９）（第１２図、図版13）

プラン検出段階では、瓢箪を半分にしたような形が見えていたがサブトレンチを入れて下呂石、黒
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鉛土器の出土を確認して下げていったところプランが拡大した。沢式土器片が出土している。外周部

の６基のピットは、柱穴の可能性が高い。

第52号住居跡（ＳＢ５２）（第13図、図版13）

プランが検出時、ＳＸ２０としていたが、数日後褐変化によるプランの拡大を確認、サブトレンチを

入れながら掘削した。沢式の尖底深鉢(35）が東の壁で出土した。他の押型文士器片も出土している。

外周部のピットは16基あり、柱穴の可能性がある。中央ピットＰ１から炭化物を検出した。

第53号住居跡（ＳＢ５３）（第14図、図版14）

プラン確認時には長軸２．５ｍ程度の楕円形のプランでありＳＸ２１としていたが、ＳＸ２０同様にプラ

ン拡大が確認ざれサブトレンチを入れながら掘削をしていった。沢式土器片が出土している。外周部

のピットは８基あり、柱穴の可能性がある。中央ピットＰ１３とＰ１から炭化物を検出した。

第50号住居跡（ＳＢ５０）（第15図、図版１３）

プラン検出段階では、後世の士坑やピットが多数ありプランの境が見極めにくかったが、サブトレ

ンチを何本も入れながら確認をしていった。住居跡のプランは隅丸方形で柱穴は特定できない。

３焼礫集積遺構（第16～１９図、図版15～16）

ＳＳｌ～ＳＳ３３まで33基の焼礫集積遺構を検出した。このうちＳＳＬＳＳ２、ＳＳ３、ＳＳ８、

ＳＳｌ８、ＳＳ３１については下層から近世の陶器片などが出土したり、集石の下から古墳時代の遺構を

検出したため、開墾時に別の場所から焼礫をまとめて廃棄した廃棄ブロックとみられる、報告から除

く。また、上記のような廃棄ブロックとの確認はできないが、後述する「上ヶ平遺跡Ｉ」で報告した

二つの焼礫集積炉の形に該当しないＳＳ１６、ＳＳ１７、ＳＳ１９、ＳＳ２０、ＳＳ３２、ＳＳ３３については第

２表焼礫集積炉の内訳で法量を述べるにとどめる。以下、これらを除いた21基の焼礫集積遺構につい

て述べる。

「上ヶ平遺跡Ｉ』では、厚みのある焼土を持ち、地山平面上に礫を置いて何度も焼いたとみられるＳ

Ｓ６があった。これをＡタイプとする。これに対して、Ａタイプの炉で焼かれた礫を運び入れて利用

すると考えられるのが、土坑を伴う焼礫集積炉で、これをＢタイプとする。Ｂタイプの焼礫集積炉は、

従って炭化材は検出されても、被熱の量がＡタイプより小さいため士坑の壁面や床面が厚い焼土とな

ることがない。報告する21基の焼礫集積炉については、すべて士坑を伴っており、炭化材も多く見ら

れるＢタイプの焼礫集積遺構である。Ａタイプのような焼礫集積遺構は今回は検出されていない。

焼礫集積炉の配置に関しては、ＳＳ４．５．６．７．９．１０．１１．１２.１３．２４がＳＢ８とＳＢ３９の

間東寄りに集中していること、ＳＳ１４．２１．２２．２３がＳＢ３７とＳＢ３８の間の東寄りに集中しているこ

とがいえる。『上ヶ平遺跡Ｌｊでも住居跡の東側に集中していたが、どちらも地形的に東側の近いとこ

ろに谷が存在していたと考えられるため、焼礫集積遺構の利用の便からの遺構配置と思われる。
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４下呂石の貯蔵穴（デポ）（ＳＸ６、ＳＸｌ５）

『上ケ平遺跡Ｉ』では、下呂石が集中して出土する２地点を報告したが、今回のＳＸ６とＳＸ１５は、

遺構の上に目印として意図的においたと考えられる川原石がそれぞれ２個ずつあり、一時的な下呂石

の貯蔵穴として使用きれた可能性の高いものである。

ＳＸ６（第80図319～326、図版14.37）

ヌ29区で、２個の川原石の下から下呂石のブレークが大量に貯蔵されたとみられるピットを検出し、

ＳＸ６とした６１０１点のブレークが出土し､平均重量は29.49である。剥離調整を施したものは一つも

ないが、４cm以下の大きざの７点を除き、他のブレークは５～８cm大、厚みも１～２cmと法量は似て

いる。ＳＸ６は剥片石器を作る目的で剥片取りしたものを一時貯蔵した場所と考えられる。

＜位置＞ヌ29区の南寄りに位置する。周辺には、ＳＢ８、ＳＢ３９、焼礫集積遺構ＳＳ５．６．７．９．

１０．１１．１２．１３．２４がある。

＜形状＞18cm大の石（儂飛流紋岩）の２個が載り、長軸70cm、短軸60cm、深き12cmのピット状である。

ＳＸ１５（第79図317,318、図版14）

ＳＢ２２の竈煙道脇に直径約35cmの川原石があり竈に関わるものかと断面を取りながら石をはずした

ところ、次に約25cmの四角い山石が出て来て、さらにこれをはずすと下から下呂石が４点出土した。

縄文時代のデポと考えられ、ＳＸｌ５とした。下呂石の内訳は、コア２点（317,318）とＲＥＵＦ１

点ずつである。製品が貯蔵されている点がＳＸ６と違っている。

＜位置＞ヌ33区南東に位置する。近くの縄文時代の住居跡はＳＢ３７とＳＢ３８がある。

＜形状＞35cm大と25cm大の石（濃飛流紋岩)、長軸42cm、短軸38cm、深さ15cmのピット状である。

位置 石総数 総重量９ 焼石数 平均重量９ 焼石の率 備考

SＳ４ ヌ30区北東 234 ８１８５０ 1９４ 349.8 8２．９ 土坑を伴う

SＳ５ ヌ30区南東 7４ ４１１３０ 6５ 555.8 8７．８ 土坑を伴う

SＳ６ ヌ30区中央やや北 6３ 18690 ６１ 296.7 9６．８ 土坑を伴う

SＳ７ ヌ29区北東端 327 66740 304 204.1 93.0 土坑を伴う

SＳ９ ヌ29区東 7８ 3550 6７ 45.5 8５．９ 土坑を伴う、ＳＢ１８に切られている

SＳ１０ ヌ29区中央 343 187020 2９７ 545.2 8６．６ 土坑を伴う

SＳ１１ ヌ29区東 1６７ 58690 1５０ 3５１．４ 8９．８ 土坑を伴う

SＳ１２ ヌ29区中央やや南 1５４ 57580 1４１ 373.9 ９１．６ 土坑を伴う

ＳＳ１３ ヌ29区の南 2４１ 1５１９５ 1４６ 6３．０ 60.6 土坑を伴う

ＳＳ１４ ヌ33区南 5８ 2５１４０ 5４ 433.4 9３．１ 土坑を伴う

ＳＳ１５ 二33区中央やや南東 257 63960 1７０ 248.9 6６．１ 土坑を伴う

ＳＳ１６ ヌ34区中央やや南東 3９ 2９５６０ 3８ 757.9 9７．４ 土坑を伴わない、焼土も見られない

ＳＳ１７ ヌ34区南 １１ 1５６１０ ８ 1４１９．１ 7２．７ 土坑を伴わない、焼土も見られない

ＳＳ１９ ネ33区西端 4４ ３１８２０ 2５ 723.2 56.8 土坑を伴わない、焼土も見られない

ＳＳ２０ ヌ33区南東 2３ 1１９９０ 1８ 5２１．３ 7８．３ 士坑を伴わない、焼土も見られない

ＳＳ２１ ヌ33区北端 ９ 20940 ７ ２３２６．７ 7７．８ 土坑を伴う

ＳＳ２２ ヌ34区西端 ６ 5720 ６ 953.3 1００．０ 土坑を伴う、ＳＢ３８に隣接

ＳＳ２３ ヌ33区北端 ６ 1５１２０ ６ ２５２０．０ 1００．０ 土坑を伴う、ＳＢ３８に隣接

ＳＳ２４ ヌ29区とネ29区の境 1８２ 49435 1７４ 271.6 9５．６ 土坑を伴う

ＳＳ２５ 二26区北東 209 53780 1９１ 257.3 9１．４ 土坑を伴う

ＳＳ２６ ナ29区北 4５ 28460 4２ 632.4 9３．３ 土坑を伴う、ＳＢ１３に－部を切られる

ＳＳ２７ 二27区西端 5７ 48990 5７ 859.5 1００．０ 士坑を伴う、ＳＸ１２に－部を切られる

ＳＳ２８ ヌ23区とヌ24区の境 7４ 19690 6５ 266.1 8７．８ 土坑を伴う

ＳＳ２９ 二22区中央やや西寄り 1３９ 49530 1３０ 356.3 9３．５ 士坑を伴う

ＳＳ３０ ヌ27区南 5９ 18435 5２ 312.5 8８．１ 士坑を伴う、ＳＢ４０に－部切られる

ＳＳ３２ ネ33区北端 5９ 25900 5６ 439.0 9４．９ 土坑を伴わない、焼土も見られない

ＳＳ３３ ネ33区北西端 1８ 6000 1８ 333.3 1００．０ 土坑を伴わない、焼土も見られない
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第３節古墳時代・古代の遺構

１遺構概略

古墳時代と見られる住居跡は、第１号住居跡（ＳＢｌ）、第２号住居跡（ＳＢ２）、第３号住居跡

（ＳＢ３）、第４号住居跡（ＳＢ４）、第５号住居跡（ＳＢ５）、第６号住居跡（ＳＢ６）、第７号住居

跡（ＳＢ７）、第９号住居跡（ＳＢ９）、第１０号住居跡（ＳＢｌＯ)、第11号住居跡（ＳＢ１１)、第１２号住

居跡（ＳＢ１２)、第１３号住居跡（ＳＢｌ３)、第14号住居跡（ＳＢｌ４)、第16号住居跡（ＳＢ１６)、第17号

住居跡（ＳＢ１７)、第18号住居跡（ＳＢｌ８)、第19号住居跡（ＳＢｌ９)、第20号住居跡（ＳＢ２０)、第２１

号住居跡（ＳＢ２１)、第22号住居跡（ＳＢ２２)、第23号住居跡（ＳＢ２３)、第24号住居跡（ＳＢ２４)、第

25号住居跡（ＳＢ２５)、第26号住居跡（ＳＢ２６)、第27号住居跡（ＳＢ２７)、第28号住居跡（ＳＢ２８)、

第29号住居跡（ＳＢ２９)、第30号住居跡（ＳＢ３０)、第31号住居跡（ＳＢ３１)、第32号住居跡（ＳＢ３２)、

第33号住居跡（ＳＢ３３)、第34号住居跡（ＳＢ３４)、第35号住居跡（ＳＢ３５)、第36号住居跡（ＳＢ３６)、

第40号住居跡（ＳＢ４０)、第41号住居跡（ＳＢ４１)、第42号住居跡（ＳＢ４２)、第46号住居跡（ＳＢ４６)、

第54号住居跡（ＳＢ５４）である。このうち、ＳＢ４ＳＢ１６、ＳＢ２９、ＳＢ５４では鉄鎌が、ＳＢｌｌで

は鉄製の釣針が出土している。いずれも隅丸方形の住居で、ＳＢ２２をはじめ、床面積が５㎡に満たな

い住居にも竈の設置が確認きれたものが多く、遺跡の特徴となっている。

平安時代の住居跡と見られるのが第15号住居跡（ＳＢｌ５)、第43号住居跡（ＳＨ４３)、第44号住居跡

（ＳＨ４４)、第45号住居跡（ＳＢ４５)、第47号住居跡（ＳＢ４７)、第48号住居跡（ＳＨ４８)、第51号住居

跡（ＳＢ５１)、第55号住居跡（ＳＢ５５）である。この他、木の実の貯蔵穴とみられるＳＸ５を検出し

た。

２竪穴住居跡・掘立柱建物跡（第20～61図、図版２～13）

第１表に主軸方位、面積等を載せ一覧としたので、各住居跡について特記すべき点のみを述べる。

遺構の実測図では、住居跡平面図の竈部分はできる限り竈断ち割り前の状況を載せ、その段階で焼土

ブロックが検出した箇所にスクリーントーンを貼って示している。竈の断面は、竈に向かってできる

だけ縦断面３本、横断面１本を実測した。縦断面は、竈の検出段階で両袖部の芯材の石が２つほどプ

ラン上に突き出ていることが多かったので、その石を通る２縦断面と、間を通るｌ縦断面の実測をし

た。また煙道のほとんどもしくは、煙道の一部ががはっきりと道存しているものがみられたが、中間

の縦断面実測図は支脚と煙道を結ぶように実測してみた。実測図中には一部、支脚や、袖部芯材の石

が見通しの破線で描かれるものもある。上ヶ平遺跡の竈は、袖部の芯材に石を使い、天井石、支脚を

持つ形式であるといえる。ＳＢ９のように完全に天井石が残きれて出土した例だけでなく、ＳＢ３３な

ど両袖の芯材間より長さのある天井石と考えられる石が竈前部に落ちている例があり、竈の形は定型

化していたと考えられる。確認された支脚は火床より奥に位置している。煙道部は竈奥からの立ち上

がり部のみがみられるものがあるが、比較的低い位置から立ち上がるものは、削平を受けず煙道部を

よく残していた（ＳＢ４やＳＢ２７など約半数)。ＳＢ４０とＳＢ４２には石を伴う炉を検出しており、竈導

入以前の炉と恩われ注目される。古墳時代の住居跡の大半に、炭化材を検出している。実図中には、

住居平面図中に炭化材の部分を塗りつぶしもしくは、スクリーントーンで表現してある。遺物が少な
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い遺構も多いことから炭化物を放射性炭素年代測定にかけ、資料とした。第６章を参照きれたい。な

お、第１８号住居跡のところでも触れるが､縄文時代早期の遺構が隣接する古墳時代の遺構もあり、ケー

スによっては測定年代の誤差はあり得ると考える。出土遺物については、次章に詳述するが、遺構の

年代については、次のように出土遺物によって相当する年代を考えた。古墳時代の遺構については出

土した須恵器によって５世紀末から６世紀のものと考える。古代の遺構については出土した灰釉陶器

によって１０世紀半ば以降と考える。

第１号住居跡（ＳＢ１）・第１4号住居跡（ＳＢ１４）・第１5号住居跡（ＳＢ１５）

試掘確認調査の段階で、土師器を伴う住居跡としてプランの一部を検出していた。今回の調査で３

つの住居が切り合っていることがわかった。第１号住居跡を第14号住居跡が切り、ざらにそれを第１５

号住居跡が切っている。Ⅱ層とⅡ,層の士層によりそれぞれの住居跡の境が判別できるが、黄褐色の

士が貼り床のように敷かれていたとみられる。第１号住居跡からは小型の甕（115）が出土している。

第14号住居跡からは、土師器甕の胴部破片が出土している。第１号住居跡の竈は北側壁中央やや西寄

りに位置し、第15号住居跡の竈はそれのさらに西寄りに位置する。第14号住居跡の竈は、南東側壁の

中央やや北東よりに位置する。第15号住居跡には床面に焼土ピットが２つある。

第２号住居跡（ＳＢ２）

試掘確認調査段階でプランの東側を検出していた。床面に炭化材があり、幅１０cmを越える炭化材も

２本検出した。土師器の甑（１１９)、小型甕（116)、甕（１１７．１１８）が出土している。竈は、北壁中央

やや西寄りに位置する。竈の煙道の残りが良好である。（116.119）は竈の東側袖の脇から出土してい

る。

第３号住居跡（ＳＢ３）

土師器等の遺物は出土していない。竈は、南東壁やや南寄りに位置する。

第４号住居跡（ＳＢ４）

鉄鍼が２点（187.188）出土している。土師器高坏脚部（120）と甕（121）が出土している。竈は、

東壁中央で検出した。煙道の焼土がよく残っていた。

第５号住居跡（ＳＢ５）

テ32区南で敷き'１の赤土を掘削していて1.5㎡ほど炭化材が密に出土する箇所があり、そこで焼土を

検出した。かろうじて壁の立ち上がり部が確認できたが、掘り込みはきわめて浅く４～６cmである。

上層のほとんどが開墾により消滅していた。竈跡の火床とみられる焼土（直径55cm、深さ16cm）から

炭化材と土師器片が出土した。

第６号住居跡（ＳＢ６）

住居の上層部がかなり削平きれている。土師器甕の胴部破片が出土している。北東壁中央に竈を検

出した。遺存状況は良くないが､検出段階では、プラン北東部の壁中央部に直径約１８cmの、焼土ブロッ

クの散在する円形がみられた。

第７号住居跡（ＳＢ７）

住居跡の６割以上が開墾時に消滅しているが、北壁中央に検出した竈の西側袖から甑（122）が出土

している。
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第９号住居跡（ＳＢ９）

土師器等の遺物は出土していない。住居跡の西側が用水路によって攪乱きれ、３割程度消滅してい

る。しかし、北側は道路のための土手が高く盛られていたため、住居跡北壁に位置する竈の袖の芯材

の石と天井石の遣存状態が比較的良好であった。竈の埋士については、竈内に縦横に走るモグラの穴

により攪乱を受けている。竈の天井石は、小川石」であった。

第10号住居跡（ＳＢ１０）

Pl4から小型甕（123）が出土している。また、別個体の土師器甕胴部破片も出土している。竈は東

隅に位置する。

第11号住居跡（ＳＢ１１）

鉄製の釣針（197)、須恵器腿（101)、土師器小型甕（124）が出土している。鉄製釣針は、遺構の十

字のセクションベルト部分を掘削中に床直上４cmで出土している。竈は北東壁中央に位置する。

第12号住居跡（ＳＢ１２）

住居跡の北東部の一部がかろうじて開墾時の削平をのがれているが、上層部のほとんどは削平され

ている。土師器甕胴部破片が出土している。竈は、北東壁東寄りに位置する。

第13号住居跡（ＳＢ１３）

土師器の甕（125）と碗（126）が出土している。竈は、北壁中央やや北寄りに位置し、煙道等の遣

存状況は良好である。

第16号住居跡（ＳＢ１６）

床直上にて鉄鎌が２点（189.190）出土している。士師器等の遺物は出土していない。竈は北壁中

央やや東寄りに位置する。

第17号住居跡（ＳＢ１７）

須恵器坏身（102)、土師器甑（127)、土師器碗（128）が出土している。竈は、北壁中央やや両寄り

に位置する。煙道など遣存状況は良好である。床面には幅10cm、長さlmlOcmの炭化材があった。

第18号住居跡（ＳＢ１８）・第２5号住居跡（ＳＢ２５）

２軒とも同じ規模の住居跡であるが、第18号住居跡が第25号住居跡とＳＳ９とを切っている。ＳＳ

９を切ったためとみられるが、第18号住居跡の床の炭化材における放射性炭素年代測定値は参考にな

らない。第１８号住居跡の北壁に竈を検出した｡土師器等の遺物は出土していない。第25号住居跡では

竈の検出はなかったが、床直上で莊飾（185）が出土している。また、土師器甕の胴部破片が出土して

いる。

第19号住居跡（ＳＢ１９）

土師器の甕（130）と碗（129）が出土している。床面の炭化材はほとんどみられなかった。竈は、

北東壁中央に位置する。

第20号住居跡（ＳＢ２０）

住居跡の南側半分は、開墾時に消滅している。Ｐ８から土師器甕（131）が出土している。竈は、北

東壁やや東寄りに位置する。

第21号住居跡（ＳＢ２１）

土師器等の遺物は出土していない。竈は、北東壁やや東寄りで検出した。短い煙道部と支脚が確認
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されたが、竈全体は大きく破壊されている。

第22号住居跡（ＳＢ２２）

一辺１．８ｍの非常に小言い住居であるが、住居跡南東の隅に竈があり、小型の甕（132）が竈中央部

から出土している。また、甕も出土している。

第23号住居跡（ＳＢ２３）

当初、ＳＸ５としていたが、掘削により竈を東壁やや南よりで検出し、ＳＢ２３とした。竈は、支脚

と袖部の士、芯材の石が残っていた。土師器甕胴部破片が出土している。

第24号住居跡（ＳＢ２４）・第３2号住居跡（ＳＢ３２）

第24号住居跡が第32号住居跡を切っている。第24号住居跡には、外面にハケ目調整のある土師器胴

部の破片がかなり出土している。第32号住居跡も土師器甕胴部破片が出土している。第24号住居跡の

竈は東壁の北寄りで検出したが、芯材等の石は第32号住居の竈から転用された可能性もある。第24号

住居跡の床には幅10cm、長さ40cmの炭化材が出土している。第32号住居跡の床面には５基の士坑を検

出した。

第26号住居跡（ＳＢ２６）

竈は北東壁ほぼ中央に位置する。竈付近で、土師器甕（133,134)、甑（135）が出土している。士

錘（173～179）７点も出土している。

第27号住居跡（ＳＢ２７）

住居跡の北東部は壁から40cm程度は遣存状態がよいが、他の部分は削平きれ、壁の立ち上がりがか

ろうじてわかる。また、床面はＳＢ３７の北西半分のプラン上層部を切っている。土師器甕の胴部破片

が出土している。竈は、北東壁中央やや東寄りに位置する。芯材、煙道部とも残りはよい。

第28号住居跡（ＳＢ２８）

土師器の甕（136.138)、碗（137）が出土している。竈は、北東壁ほぼ中央に位置する。

第29号住居跡（ＳＢ２９）

柱穴と確認できるピットが検出きれている。Ｐ５、Ｐ８、P15、Pl8のそれぞれの深ざは、５３cm、

37cm、３３cm、４３cmを測る。主軸方位はほぼ磁北である。土師器甕（139.140）と鉄錐（193）が出土し

ている。竈は西壁ほぼ中央に位置する。

第30号住居跡（ＳＢ３０）

北西側と南西側に攪乱を受けるが、一覧表では竈跡が北東部中央とみて推定面積を出している。竈

脇のＰ４から土師器甕胴部（141）が出土している。士錘（515）が出土している。

第31号住居跡（ＳＢ３１）

竈の前で土師器腿（142）が出土している。甕胴部破片も出土しているｑ士錘（180）が出土してい

る。炭化材が床面にみられる。竈は、東壁中央やや北よりに位置する。

第33号住居跡（ＳＢ３３）

床面に炭化材がみられる。南側床で土師器碗（143）が出土している。竈は、北壁中央やや西寄りに

位置する。竈の袖の芯材等残りはよい。また、竈手前に落ちたとみられる天井石があった。

第34号住居跡（ＳＢ３４）

住居跡南西部が開墾時に消滅している。土師器碗（144)、:土錘（181）が出土している。竈は、北東
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壁東寄りに位置する。

第35号住居跡（ＳＢ３５）

住居跡は、北東部を残し大半が消滅している。土師器甕（145)、小型甕（146）が出土している。竈

は北東壁東寄りに位置する。

第36号住居跡（ＳＢ３６）

床面に炭化材がみられる。土師器甕底部（151）が出土している。住居の大半が調杳範囲外にある

が、竈を北東壁中央で検出した。

第40号住居跡（ＳＢ４０）

土師器甕（148）が出土している。竈の検出はなかった。焼土を伴うピットP19は石を３つ組んだ炉

とみられる。床面には住居中央部に向かうように、建築材と思われる炭化材が多数出土した。南壁は

ＳＳ２７を切っている。

第41号住居跡（ＳＢ４１）

土師器甕（149）が出土している。竈は、北東壁中央やや南東よりに位置する。床面には炭化材がみ

られる。

第55号住居跡（ＳＢ５５）

ＳＢ４１プラン検出時に埋士上に焼土が３カ所みられ、プラン北側に黒褐色士に黄褐色士がまばらに

混じる長いプランを確認した。掘り込みは、北側にわずか数cm測り、南側は削平されて消滅している。

３カ所の焼土はＳＢ５５に伴うものとみられる。

第42号住居跡（ＳＢ４２）

炭化材とブロック状の焼土が、床面各所にみられた。なお寸住居跡は上層部のほとんどが削平きれ

ている。土師器甕（150.151）が出土している。ＳＢ４０同様に、竈はなく、石３つと焼土を伴うピソ

トPl9を検出した。炉と思われる。

第43号住居跡（ＳＨ４３）・第４4号住居跡（ＳＨ４４）

二27区で掘立柱建物跡としてＳＨ４３を検出した後、その下層から、主軸方位の異なるＳＨ４４を検出

した。遺構に伴う遺物はないが、立地、土居から状況的に平安時代の遺構と考える。

第45号住居跡（ＳＢ４５）

灰釉陶器碗（154.155)、Ⅲ（157)、長頸瓶（156）が出土している。土師器甕の胴部破片も出土し

ている。竈は北東壁中央やや北寄りに位置する。

第46号住居跡（ＳＢ４６）

土師器片が出土している。住居跡は北東部の一部を残し消滅している。竈の火床とみられる焼土と

竈袖部の芯材のピットとみられる小苔なピットを検出した。

第47号住居跡（ＳＢ４７）・第５4号住居跡（ＳＢ５４）

古墳時代のＳＢ５４を平安時代のＳＢ４７が切っている。灰釉陶器碗（158）と勾玉（186）が出土して

いる。第54号住居跡の床面には、びっしりと建築材と思われる炭化材を検出した。北側壁付近で残り

の良い片刃の鉄鍼（196）が出土している。柱穴とみられるピットを検出した。Ｐ４Ｐ９・Pl4はそ

れぞれ深き、３１ｃｍ・３２ｃｍ・２５ｃｍを測る。第47号住居跡も、床面で炭化材を検出した。竈は南東側壁ほ

ぼ中央に位置する。
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第48号住居跡（ＳＨ４８）

９基のピットを持つ掘立柱建物跡である。遺構に伴う遺物はないが、グリッドでは灰釉陶器片が多

数出土していることから、平安時代の遺構と考える。

第51号住居跡（ＳＢ５１）

竈はなく、柱穴らしきピットはないが、グリッドで灰釉陶器片が多数出土しているため平安時代の

遺構と考える。

３その他の遺構

木の実の貯蔵穴（ＳＸ５）（第61図、図版17）

テ28区南西に位置する。直径約60cm、深さ約８cmのピット状である。ピット中Ｉ層から炭化した木

の実が約80個出土した。ほとんどがトチノキ炭化子葉であったが､炭化米を５粒確認できた。時代は、

炭素年代測定によると平安時代から鎌倉時代初期とみられる。

第４節その他の遺構

士坑・溝状遺構・その他の遺構については、第３表その他の遺構一覧表を参照きれたい。

士坑

士坑は、６２基を検出した。大きくは方形、円形、不定形の士坑に分けられる。

ＳＸ８は、方形プラン中に丸い士坑があるもの。ＳＸ９は、掘り方は浅いが、一面に炭化物と焼士を

検出した。土師器の焼成坑ではないかとみたが、土師器片は１点も出土していない。

溝状遺構

溝状の遺構を６条検出した。近代の排水溝と見られるＳＤ１、ＳＤ２を除く４基を表に載せた。

焼土

遺構プランが周りに検出できないが、焼土を検出したので、焼土ｌなどと記録した。遺構配置図中

では、仮の記号でＫＤ９というように記している。

不明遺構

不明遺構はＳＸ２２まで検出したが、ＳＢに昇格したもの、風倒木と確認きれたものをのぞき、表に

載せた。ＳＸｌ２は、方形のプラン中に丸い士坑を持つＳＸ８のタイプの士坑である。

ピット

ピットは、全部で670基確認した。ピットとして検出したが､掘り込みが不明瞭で掘削後に欠番にし

たものもある。第４表ピットー覧表にまとめた。直線上にきれいに並ぶように見えながら、ピットの

土色や掘り方、斜面の形状を考慮した上で、掘立柱建物の跡と確認するに至らなかったものが、テ27.

28区周辺に多かった。これらの区域は灰釉陶器片が多数出±した範囲でもある。

１）敷き：第３章参照

２）小川石：湯ヶ峰山頂近くで下呂石とともに露出している湯ケ峰流紋岩。成分的には下呂石と同じであるが、ガス

が混入しているため見かけが白っぽく、板状剥離する性質を持つ。
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第３表その他の遺構の一覧表

可劃厭と￣テ宍三西口

１１陶器

＝

」

位置 平面形 長軸c、 短軸c、 深さc、 備考 遺物

ＳＫ１ ﾄ39東 円形 直径1３０ 600

ＳＫ２ 卜39北東 円形 直径8０ 4０

ＳＫ３ ツ３１ 円形 直径135 6７

ＳＫ５ ツ３１南西 楕円形 1３７ 1２５ 3３

ＳＫ６ ヌ29北東 円形 直径8４ 2５

ＳＫ７ ナ29南西 方形 1１９ ９４ 1５ 黒鉛入土器片１

ＳＫ８ ツ27北東 方形十円形 2２０ 1８０ 4９

方形ﾌﾟﾗﾝの中の円形士坑

は‘１２５ｃｍ２０～30cm大
の石９

石鍼１

ＳＫ９ ツ２７ 方形 1４８ 1１５ 1２ 炭化物と焼±

ＳＫ１０ 二３４ 円形 直径1１９ 1７

ＳＫ１２ テ28西 円形 直径7５ 1５

ＳＫ１３ 二34南 方形十円形 1６０ 1４２ ８ 押型文士器片1、磨石２

ＳＫ１４ ヌ33南東 円形 直径113 1７ 石錨３．ＵＦ１・コア１

ＳＫ１５ ヌ33北東 方形 220 1３６ 4８ 20～30cm大の石７ 押型文土器片２．石錨１

ＳＫ１７ ヌ３２ 円形 直径160 2３ 押型文土器片２．石錨１.ＵＦ１

ＳＫ１８ 二３２ 円形 直径8６ 3０ 灰釉陶器片

ＳＫ２０ 二30東 円形 直径182 2１ ＵＦ１

ＳＫ２１ ヌ２８北西 円形 直径184 4０
石錐２．削器１．ＲＦ１．ＵF４．コ

ア１.黒鉛入士器片１

ＳＫ２２ 二32北西 円形 直径1２０ 1７ 押型文±器片１．石鑑１

ＳＫ２３ 二29東 方形 1４１ 1３５ 1８ 石錨２．黒鉛入土器片２

ＳＫ２４ テ２７ 円形 直径154 1０ 炭化物混じる 磨石１土師器灰釉陶器片

ＳＫ２６ 二33北東 方形 1２０ 1１０ 1３

ＳＫ２７ 二33北東 方形 1６０ 1１１ 1２ 下呂石ﾙｰｸ･チ ノ

ＳＫ２８ 二34南 方形 1５０ 1３２ 1４ 削器１．ＵＦ１

ＳＫ２９ 二34南 方形 1３０ 1００ ７

ＳＫ３０ ヌ３４西 方形 370 8１ 1０ 石鍼１

ＳＫ３１ ヌ33北東 円形 直径7０ ２１ 石鍼５．石錐１．肖|]器１．ＵＦ１

ＳＫ３２ ナ32東 円形 直径5３ ７ ＳＢ３２の床下

ＳＫ３３ ナ32東 円形 直径4０ ５ ＳＢ３２の床下

ＳＫ３４ ナ32東 円形 直径6０ １１ ＳＢ３２の床下

ＳＫ３５

ＳＫ３６

ＳＫ３７

ＳＫ３８

ＳＫ３９

ナ32東

ナ32東

ナ27南西

ナ26北

ヌ２５

円形

円形

円形

円形

円形

直径104

直径１１０

直径８９

直径１２６

直径9８

2４

３７

３０

３２

３０

ＳＢ３２の床下

ＳＢ３２の床下

20～30cm大の石６

炭化物混じる

ＳＢ４５の近く

縄文土器片

尚']器１下呂石ﾁｯﾌﾟ
－－￣■■---－-－－－-－-----－--－－－－■■－－－－－－■■-－￣

￣－－￣□-－ニー-－■■----￣■■■■--－－-－￣￣-－￣￣－－----■

ピエス１．ＵＦ１

ＳＫ４１

ＳＫ４２

ＳＫ４３

ＳＫ４４

ＳＫ４５

チ27東

ナ23東

二２３

ヌ２７北西

二27北

不定形

円形

円形

円形

円形

7０

直径9０

直径108

直径９５

直径7２

５０ ３１

7４

１４

１３

１１

ＳＢ２１西

炭化物混じる

ＳＫ４６ ナ24東 円形 直径186 1８ 20cm大の石３

ＳＫ４７ ナ２１とナ22問 円形 直径9５ 5２ 石錨２下呂石ﾁｯﾌﾟ

ＳＫ４８ ヌ３３西 円形 直径1１０ 1１ 炭化物混じる

ＳＫ４９ ヌ２５ 円形 直径9１ ５０ ＳＢ４５床下 石鍼１．削器１.ＲＦ２・ＵＦ４

ＳＫ５０ ナ20北東 円形 直径1２０ 7８

ＳＫ５１

ＳＫ５２

ＳＫ５３

ナ20南西

テ２７

テ26東

円形

円形

方形十円形

直径１４６

直径1２６
2８０ 8３

2８

４３

３３

20～30cm大の石３

黒鉛入土器片１

尖頭器１

ＳＫ５４

ＳＫ５５

ＳＫ５６

ツ26東
ツ２６

ツ27南

円形

円形

円形

直径135

直径１４３

直径142

3２

４４

3５

炭化物混じる

炭化物混じる

下呂石ﾙｰｸ･ﾁｯﾌﾟ
○

ピエス１.ＲＦ１・ＵＦ２・コア１゜

黒鉛入土器片６

ＳＫ５７ ナ2２ 方形 1０３ ７２ 2３

ＳＫ５８ ﾄ26南 円形 1３０ 9８ 磨石１

ＳＫ５９ ﾄ26北 不定形 1００ 6０ 2０

ＳＫ６０ テ２３とテ24の問 円形 9８ 2０ 下呂石ﾙｰｸ･ﾁｯﾌﾟ
○

ＳＫ６１ 二22東 不定形 1６０ 1００ 3５

ＳＫ６２ 二22東 不定形 7０ 6２ 1８

ＳＸ１ ヌ２９北 不定形 ２１０ 1４５ 1２ 下呂石ﾙｰｸ･ﾁｯﾌﾟ
｡

ＳＸ３ ヌ30東 方形 (130） 1４５ 1２ コア１

ＳＸ１０

ＳＸ１２

ＳＸ１３

二32東

ナ2７

二25南

不定形

方形十円形

円形

5００

１９０

２６０

2９０

１５６

(198）

1２

５０

１６

20～30cm大の石４ 石雛１．ＵＦ３・黒鉛入土器片１

石鍍１.削器１．コア１．黒鉛入

土器片１

ＳＸ１６ 二23南東 配石遺構 1８０ 1２０ 2０ 石鍼２．コア１.黒鉛入士器片７

ＳＸ２２ テ29とテ30の問 方形 550 (80） 1２ SB55に似るがﾋﾟｯﾄ不明

ＳＤ３

ＳＤ４

ＳＤ５

ＳＤ６

焼土２

焼土９

焼土1０

ナ32南

二33西

二33西

二25北西

テ33南

ヌ33東

二23南西

溝状

溝状

溝状

溝状

焼土

焼土

焼土

４００

５６０

6２０

４３０

3９

直径6７

5２

４１

８５

1１５

7６

３３

4２

1２

７０

1２

１５

６

１２

２０

ＳＫ３１の近く

ＳＢ５０の近く

押型文土器片１．ピエス１

押型文士器片２．石鍼１．ＵＦ１.
コア２

石鍼２．ＲＦ１・黒鉛入±器片１

石錐１



3２第4章遺構
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遺構実測図３３

ロ’ OOl

ＳＢ８

七 アＰ

⑤，
Ｃ

セ

べ
Ｐ1４ス
ー／'

ｑ

刃
／

`｡ Ｐ３

）
々

Ｐ１６

℃も』
ｏ

Ｐ１２

Ｐ１１

Ｐ1０

エ

と⑤塾nLo
Ｐ４

Ｐ１３

２，二 l工

、

Ｃ Ｐ８

２，２
○○

，

(。○

キ,

。

ＧＰ９へ

途.鰹。，■丁

Ｔ
<’

＜’
Ｔ

Ｉ層l0YR2/２黒褐色ｔしまりややあり粘性ややあり
Ⅱ層IOYR4/３にぶい黄褐色l：しまりややあり粕W：ややあり

SB8ﾋﾞｯﾄ

ｱP1７ ィＰ２ィ, ウＰ３ゥ， Ｐ４
エエ 毒 キＰ７キ力Ｐ６力

Ｖ▽▽て二戸 ~豆７ １＝Ｚ
クＰ８ク

ーーニ 》 Ｐ１１Ｐ１０
コ, サＰ１２ザ

ニーァニ
シＰ１３シ

ニロテ
スＰ１４ス

－－ニアー 可

セＰ１５セ,

~圧７－

yＰ１６ソ

ニロテ
７５YR3／I

75YR3/３

７．５YR4/３

７．５YR4/６

黒褐色士しまりあり粘性ややあり
暗褐色士しまりあり粘性あり
褐色ｔしまりあり粘性あり
褐色上しまりあり粘性あり

２
３
４

０ ２ｍ

L－－－－－－薑￣

第１０図第８号住居跡
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